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明
日
を
担
う
児
童
・
生
徒

が
日
常
生
活
の
中
で
福
祉
に

つ
い
て
考
え
、「
優
し
さ
や
豊

か
な
心
を
育
む
」
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は「
さ
さ
え
あ
い
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
小
・
中

学
校
よ
り
多
く
の
標
語
や
ポ

ス
タ
ー
作
品
を
応
募
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
入
賞
者
は
、
次
号
で
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
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ン
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各
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動
紹
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●
各
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所
か
ら
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●
石
巻
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社
協
施
設
紹
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●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
通
信

●
ひ
ろ
が
る
善
意
の
輪

●
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
受
領

●
む
す
び
丸
ピ
ン
バ
ッ
チ
募
金
募
集

「
は
い
ど
う
ぞ  

小
さ
な
手
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
え
が
わ
り
」

令和２年度福祉作品コンクール最優秀作品
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（３）災害時要援護者支
援（２）自立準備ホーム

（１）障害者の芸術活動
の推進

「美術館く・ら・ら」と展示作品の一部

　平成28年４月から改正社会福祉法により、社会福祉法人による「地域における公益的な取組（社会貢献事業）」
の実施が法人の責務として位置づけられました。この取組は、次の３つの要件をすべて満たすことが必要となり
ます。
　（１）社会福祉事業または公益事業を行うに当たって提供される「福祉サービス」であること
　（２）「日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者」に対する福祉サービスであること
　（３）無料または低額な料金で提供されること
　具体例としては、	 ・夏祭り等、イベントの開催による住民間のつながりの再構築
	 ・働き手が少ない商店街との連携による就労支援
	 ・公共交通機関がない地域での移動支援や買い物送迎支援
　	 ・災害支援ネットワークによる避難所支援　　　　
	 ・刑余者の自立支援に向けた自立準備ホームの登録　　　　などが挙げられます。
　石巻市内にはたくさんの社会福祉法人がありますので、実際にどんな社会貢献事業に取り組んでいるのか、順
番に紹介していきたいと思います。今号では「社会福祉法人石巻祥心会」さんを紹介します。

社会福祉法人 石巻祥心会
■法人所在地　　石巻市門脇字元捨喰５番１
■ウェブサイト　http:/ /www.i-shoshin.or.jp/
■事　業　�施設入所支援、短期入所、日中一時支援、自立準備ホーム、一般相談支援・特定相談支援、

生活介護、共同生活援助、就労継続支援Ｂ型、就労移行支援、障害者就業生活支援センター、
児童発達支援事業、等多数

■施設・事業所
　ひたかみ園、第二ひたかみ園、サンネットなごみ、ワークスつばさ、かなん、コスモス、くじらの
しっぽ、つくし、小国の郷、石巻市かもめ学園、よつば、十夢（とおむ）、石巻地域総合生活支援セン
ター、ヘルプグループＫＡＩ、石巻市・女川町基幹相談支援センターくるみ、美術館く・ら・ら、工房
く・ら・ら、多目的交流スペース土音（どん）

■社会貢献事業

■電話番号　　０２２５－９３－０５１９
■設立年月日　平成３年７月１８日

　「美術館く・ら・ら」では、石巻における芸術を活発
化させることを目的に障害者の方々の作品展などを
行っています。他法人との合同開催も行っています。
　「多目的交流スペース土音（どん）」は、障害者と住
民との交流の場となっており、太鼓の練習や地域の
集会所としても、低料金で利用することができます。

　罪を犯した障害者の方々が出所した後の
サポートを行っています。受け入れてくれ
るところがなく、生活が苦しくなって再犯
に結びつかないよう、制度の手続きのお手
伝いや住まいの提供を行っています。
　この事業は「緊急的住居確保・自立支援
対策」と言い、保護観察所と連携しながら
行っている事業です。

　法人として石巻市と福祉避難所協定を結
んでおり、湊にあるフェイシスは津波避難
ビルとして石巻市の指定を受けています。
　東日本大震災では、多くの方の支援のも
と施設の復旧復興ができました。この経験
を生かして、熊本地震の被災地支援に職員
の派遣等を行い、また、防災対策などの講
演や視察の受け入れなどを行っています。

　紙面上ではお伝え
しきれなかった情報
につきましては、イ
ンタビュー形式で本
会ウェブサイトにて
詳しくお伝えしてい
ます。ぜひ、ご覧く
ださい。

石巻市内で活動している社会福祉法人のご紹介
第
１
回
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「子育てふれあいサロン」
　～主任児童委員さんの活動紹介～

新型コロナウイルスに
負けず、みんなで笑笑と

　石巻市民生委員児童委員協議会主任児童委員部会で
は、市内の子育て支援センターを会場に「子育てふれ
あいサロン」を開催しております。（開催地区：住吉、湊、
渡波、釡大街道の各子育て支援センター）
　季節行事や親子クッキングなど、子育て支援センタ
ーの先生方が企画し、小さな子どもたちも楽しめ、お
母さん同士も情報交換や相談がしやすいように、主任
児童委員さんがサポートしております。
※各会場の開催予定日は、いしのまき市報の「子育て
支援コーナー」をご確認ください。

　毎月第２・第４木曜日、熊沢コミュニティセンターには賑
やかな笑い声が響き渡ります。
　笑い声の主は、雄勝町熊沢地区のサロン会「くまざわ笑笑
会」のみなさんです。
　東日本大震災で甚大な被害を受け、大きく人口が減少した
雄勝では高齢化率が５割を超え、独居高齢者、高齢世帯も増
えており、地域でのつながりがとても大切になっています。
　今年度は新型コロナウイルスの影響により、これまでのよ
うにサロンを運営するのが難しい時期もありましたが、新た
な方法を模索しながら、感染拡大予防に十分気を配って、健
康についてのお話を聞いたり、体を動かしたり、おしゃべりし
たりと、みなさんが笑顔でサロンの時間を過ごされています。
　コロナ禍の中でも地域に笑顔があふれるよう、「くまざわ
笑笑会」のみなさんが、その発信源になっています。

　北上地区では、保健・福祉の専門職（保健師、コミュニティナース、
地域包括支援センター、地域福祉コーディネーター）が地域に出向き、
住民のみなさんと地区の支え合いやつながり、気になることについて
話し合う場づくりが進められています。
　話し合いの場では、地域のつながりや暮らしの知恵、みんなのたま
り場（集まりの場）のことや土地の歴史、近年の災害のことなどについ
て話し合っています。
　参加されたみなさんは、住宅地図に関わり合いの線を自分で書き入
れることで、地域のつながりを改めて実感し、災害への備えなど、今
後も安心して暮らせる地域づくりのために、様々な気づきやきっかけ
などを感じているようでした。
　今後も各地域での話し合いの場づくりを進めながら、住民のみなさ
んと共に支え合える地域づくりを一緒に考えていきます。

地域の支え合いについて話そう！

石巻

北上

雄勝

クジ引き遊びを楽しむ子どもたち
（８月２１日：渡波子育て支援センター）

地域包括支援センターの職員
さんから健康についてのお話

～くまざわ笑笑会～
わらわらかい

各 地 域 で の
活 動 紹 介

いしのまき社協だより 3



ここで遊びま～す

キャプション

多職種合同で災害時の対応について学ぶ「身近な福祉について考えよう」
　８月28日（金）、北上保健医療センターひまわ
りを会場に、災害時の対応についての勉強会を開
催しました。この勉強会は、北上地域包括支援セ
ンターが、災害に備えての心構えや地域で災害が
発生した時に、それぞれの立場でどんな対応、支
援ができるか、関係者で情報を共有することを目
的に企画しました。
　当日は民生委員児童委員、保健師、福祉施設職
員、ケアマネジャー、地域支援団体など多くの方々
の参加をいただきました。

　参加者からは「今後は北上地区全体ではなく行政区単位でも話し合いをしていきたい」などの感想
がありました。

北上地区をみんなで歩こう！！
　９月16日（水）、神割崎自然公園を会場にノルディックウォーキング教室を開催しました。北上地
域包括支援センターでは、これまで、新型コロナウイルス感染予防のため開催を自粛していましたが、
生活不活発化による健康への影響が心配されることから、感染対策に努めながら、９月から毎月１回
開催することにしました。

小規模校ならではの
「地域とのつながりづくり」

　９月24日（木）、東浜小学校の体育館を会場に「ふれあい交流会」が開
催され、全校生徒７名を含む計34名が参加しました。
　「地域の方々に学校のことを知ってほしい」、「子どもたちと地域との交
流を深めてほしい」といった想いから、児童たちが内容を企画し、地域の

親子運動あそび会開催！
～ スクエア子育てひろば ～

　９月27日（日）、河南
農村環境改善センター
を会場に子育て支援ネ
ットワークスクエア主
催の「親子運動あそび
会」が開催されました。
　開会式に続いて「ア
ニマル玉入れ」、「バイ
キンマンをやっつけ

どんぐり子育て広場
「親子遠足」

　９月15日（火）、子育てボランティアどんぐりの会が、「親子遠足」を開
催し、登米市道の駅津山もくもくランドへ行ってきました。今回は、バス

　９月29日 (火 )、飯野川小学校で3年生24名を対象にキャッ
プハンディ体験を行いました。
　始めに「ユニバーサルデザインとは？」

　ノルディックウォーキングは、年齢性別を問
わず気軽に楽しめ、上半身の筋肉も使い、首や肩
の血行も促進され全身を鍛えることができる運
動です。北上地区にお住いの方ならどなたでも
参加できます。みなさんの参加お待ちしています。
【お問い合わせ】
　石巻市北上地域包括支援センター
　☎６１－７０２３

雄勝に新たな集いの場 
　～ 新サロン？ おがつ市 ～

方々を招いて、毎年実施されて
います。
　今回は地域で活動する荻浜フ
ラダンスサークルも参加し、児
童による獅子風流の披露、フラ
ダンスやレクリエーションなど
で交流を深めました。

　「初めてのフラダンスだったけ
ど楽しかった」、「子どもたちの獅
子風流を見ることができて良かっ
た」など、児童たちはもちろん、
参加した地域の方々からの喜びの
声が聞かれ、笑顔いっぱいの交流
会となりました。

の使用を取りやめ人数制限し、親子（未
就学児）の方々には各自現地集合して
いただき、スタッフを合わせ15名の
参加となりました。
　天気にも恵まれ、公園の大きな遊具
等で伸び伸びと遊び、おやつタイムも
あり、親子で楽しいひと時を過ごしま
した。
　どんぐりの会では、今後も行事を企

ろ！！」など５種目が行わ
れました。参加した58名の
みなさんは、新型コロナウ
イルス感染予防に努めなが
ら、親子で一緒に競技を楽
しみ、笑顔いっぱいの「親
子運動あそび会」となりま
した。

画しております
ので楽しみにし
ていてください。

バイキンマ
ン

   めがけ
て

　えい！

　雄勝のサロン活動も、新型コロナウイルス感染拡大予防に細心の注意を払いながら活動を再開した
り、今後の活動再開に向け話し合いを重ねたり、関係する方々が地域での集まりの機会を
絶やさぬよう努力されています。
　そんな中、雄勝に新たな集まりの場が生まれていました。
　毎月最終日曜日に、雄勝地区拠点エリア「硯上の里」で
開催される「おがつ市」。雄勝で生活をされている方、雄
勝から転居せざるを得なかった方など、様々なかたちで雄

勝に思いを寄せる
方々が、会場に足
を運んでいます。
　会場のみなさん
は、地元の特産品
を食べながら、「昔の雄勝」、「今の雄勝」、そして「これか
らの雄勝」についてお話しされていました。
　そんな素敵な空間に、感染予防対策をしっかりして、み
なさん足を運んでみてはいかがですか。

けんじょう

について学び、普段目にしてい
る生活用品の中にも “誰でも使
いやすい工夫” がされてあるこ
とに気づき、興味津々で話を聞
いていました。
　また車椅子・白杖体験では、
操作方法やどのように介助する

かを一緒に考えながら学び、実際
に車椅子に乗ったり目隠しをした
りすることで、介助される側の気
持ちを理解する貴重な時間となっ
たようです。
　小学校でもコロナ禍で行事が制
限されている中ではありました
が、消毒・マスク・換気を徹底し、
元気に活動する児童達はキラキラ
と輝いていました。

これが
シャンプーで これが

リンス？

ちょっとの段差
でも車椅子だと
大変。。。

息を合わ
せて、

そ～れ！ムムっ…
   意外と難

しい…

雄勝は
海の恵みが

豊富なんだよ

おやつタイムで～
す♪

平時の今こそ災害の備えを

♪みんなで歩くだけで気分爽快♪

おじいさん
と一緒に
海の幸を
満喫

各 地 域 か ら の 報 告  お 知 ら せ
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ここで遊びま～す

キャプション

多職種合同で災害時の対応について学ぶ「身近な福祉について考えよう」
　８月28日（金）、北上保健医療センターひまわ
りを会場に、災害時の対応についての勉強会を開
催しました。この勉強会は、北上地域包括支援セ
ンターが、災害に備えての心構えや地域で災害が
発生した時に、それぞれの立場でどんな対応、支
援ができるか、関係者で情報を共有することを目
的に企画しました。
　当日は民生委員児童委員、保健師、福祉施設職
員、ケアマネジャー、地域支援団体など多くの方々
の参加をいただきました。

　参加者からは「今後は北上地区全体ではなく行政区単位でも話し合いをしていきたい」などの感想
がありました。

北上地区をみんなで歩こう！！
　９月16日（水）、神割崎自然公園を会場にノルディックウォーキング教室を開催しました。北上地
域包括支援センターでは、これまで、新型コロナウイルス感染予防のため開催を自粛していましたが、
生活不活発化による健康への影響が心配されることから、感染対策に努めながら、９月から毎月１回
開催することにしました。

小規模校ならではの
「地域とのつながりづくり」

　９月24日（木）、東浜小学校の体育館を会場に「ふれあい交流会」が開
催され、全校生徒７名を含む計34名が参加しました。
　「地域の方々に学校のことを知ってほしい」、「子どもたちと地域との交
流を深めてほしい」といった想いから、児童たちが内容を企画し、地域の

親子運動あそび会開催！
～ スクエア子育てひろば ～

　９月27日（日）、河南
農村環境改善センター
を会場に子育て支援ネ
ットワークスクエア主
催の「親子運動あそび
会」が開催されました。
　開会式に続いて「ア
ニマル玉入れ」、「バイ
キンマンをやっつけ

どんぐり子育て広場
「親子遠足」

　９月15日（火）、子育てボランティアどんぐりの会が、「親子遠足」を開
催し、登米市道の駅津山もくもくランドへ行ってきました。今回は、バス

　９月29日 (火 )、飯野川小学校で3年生24名を対象にキャッ
プハンディ体験を行いました。
　始めに「ユニバーサルデザインとは？」

　ノルディックウォーキングは、年齢性別を問
わず気軽に楽しめ、上半身の筋肉も使い、首や肩
の血行も促進され全身を鍛えることができる運
動です。北上地区にお住いの方ならどなたでも
参加できます。みなさんの参加お待ちしています。
【お問い合わせ】
　石巻市北上地域包括支援センター
　☎６１－７０２３

雄勝に新たな集いの場 
　～ 新サロン？ おがつ市 ～

方々を招いて、毎年実施されて
います。
　今回は地域で活動する荻浜フ
ラダンスサークルも参加し、児
童による獅子風流の披露、フラ
ダンスやレクリエーションなど
で交流を深めました。

　「初めてのフラダンスだったけ
ど楽しかった」、「子どもたちの獅
子風流を見ることができて良かっ
た」など、児童たちはもちろん、
参加した地域の方々からの喜びの
声が聞かれ、笑顔いっぱいの交流
会となりました。

の使用を取りやめ人数制限し、親子（未
就学児）の方々には各自現地集合して
いただき、スタッフを合わせ15名の
参加となりました。
　天気にも恵まれ、公園の大きな遊具
等で伸び伸びと遊び、おやつタイムも
あり、親子で楽しいひと時を過ごしま
した。
　どんぐりの会では、今後も行事を企

ろ！！」など５種目が行わ
れました。参加した58名の
みなさんは、新型コロナウ
イルス感染予防に努めなが
ら、親子で一緒に競技を楽
しみ、笑顔いっぱいの「親
子運動あそび会」となりま
した。

画しております
ので楽しみにし
ていてください。

バイキンマ
ン

   めがけ
て

　えい！

　雄勝のサロン活動も、新型コロナウイルス感染拡大予防に細心の注意を払いながら活動を再開した
り、今後の活動再開に向け話し合いを重ねたり、関係する方々が地域での集まりの機会を
絶やさぬよう努力されています。
　そんな中、雄勝に新たな集まりの場が生まれていました。
　毎月最終日曜日に、雄勝地区拠点エリア「硯上の里」で
開催される「おがつ市」。雄勝で生活をされている方、雄
勝から転居せざるを得なかった方など、様々なかたちで雄

勝に思いを寄せる
方々が、会場に足
を運んでいます。
　会場のみなさん
は、地元の特産品
を食べながら、「昔の雄勝」、「今の雄勝」、そして「これか
らの雄勝」についてお話しされていました。
　そんな素敵な空間に、感染予防対策をしっかりして、み
なさん足を運んでみてはいかがですか。

けんじょう

について学び、普段目にしてい
る生活用品の中にも “誰でも使
いやすい工夫” がされてあるこ
とに気づき、興味津々で話を聞
いていました。
　また車椅子・白杖体験では、
操作方法やどのように介助する

かを一緒に考えながら学び、実際
に車椅子に乗ったり目隠しをした
りすることで、介助される側の気
持ちを理解する貴重な時間となっ
たようです。
　小学校でもコロナ禍で行事が制
限されている中ではありました
が、消毒・マスク・換気を徹底し、
元気に活動する児童達はキラキラ
と輝いていました。

これが
シャンプーで これが

リンス？

ちょっとの段差
でも車椅子だと
大変。。。

息を合わ
せて、

そ～れ！ムムっ…
   意外と難

しい…

雄勝は
海の恵みが

豊富なんだよ

おやつタイムで～
す♪

平時の今こそ災害の備えを

♪みんなで歩くだけで気分爽快♪

おじいさん
と一緒に
海の幸を
満喫

各 地 域 か ら の 報 告  お 知 ら せ
いしのまき社協だより 4



■外出訓練：平筒沼での花見

作業中は真剣そのもの！！

まごころを込めて
行っています。

■古電線の剥離作業

■ミシン作業

　みどり園は、昭和57年４月に「石巻市福祉作業所みどり園」として開設し、
現在は、就労継続支援Ｂ型事業「石巻市社協みどり園」と地域活動支援センタ
ー事業「石巻市障害者地域活動支援センターみどり園」を併設しています。利
用されているみなさんは、毎日、新型コロナに負けず元気に通所されています。
〇施設のしごと
　１　�市指定ごみ袋販売・加工（各種粗品・景品用として、枚数や種類をご予

算に応じて製作します）
　２　ダンボール箱組立（業者から委託されたダンボールの組み立て作業）
　３　�その他（タオルギフトや保冷バックのシール貼り等内職作業、雑巾・
　　　マスクの作成等）
〇創作活動
　１　地域のボランティアさんの協力のもと
　　　音楽等活動
　２　お誕生日会
　　　（各月の利用者の誕生日をみんなでお祝い！）
〇社会交流活動（※今年度は新型コロナにより自粛）
　１　みどり園祭　　２　招待昼食会
〇社会適応訓練
　１　研修旅行・映画鑑賞会
　２　カレーの日
　　　（毎月利用者が交代でカレーライスづくり）
　【お問い合わせ　☎９３－５４９４】

　かしわホームは、旧雄勝町「はまなす作業所」と旧桃生町「希
き
望
み
の里」、

そして、旧河北町「かしわホーム」のなかまがひとつになり、現在は就
労継続支援Ｂ型事業「石巻市社協かしわホーム」と地域活動支援センタ
ー事業「石巻市障害者地域活動支援センターかしわホーム」として運営
しています。
　障害を抱える人たちに働く機会の提供することと、日常生活及び社会
生活を総合的に支援することを目的に、施設を運営しています。
〇施設のしごと
　　１　古電線剥離（古くなった電線の被膜を剥いで銅線を販売）
　　２　�ウエス加工（布を切って、工場での油取りや介護等で使用する

ウエスの作成）
　　３　清掃作業（施設外就労）
　　４　その他（ダンボール加工、畑作業、ミシン作業等）
〇創作活動（音楽や工作など楽しみに繋がる活動）
〇社会適応訓練（社会的自立に必要な知識の習得）
　　１　外出・買い物訓練
　　２　調理実習
※�新型コロナ対策にも取り組みながら、利用されているみなさんは、明
るく元気に過ごしています。
　【お問い合わせ　☎６２－１０７８】

かしわホーム

みどり園

石巻市社協 施設紹介

ごみ袋は、裂けにくいと
大好評！！各種粗品・景品
用として、枚数や種類を
ご予算に応じてお作りい
たします。

いしのまき社協だより 6



※新型コロナウイルスの影響により、開催が中止になる場合があります。

当日はこの様な感じの
ものを作ります。

親子での
参加もお待ち
しております☆

【お問い合わせ・申込み先】　ボランティアセンター  ☎96−5290

第2回
「レクリエーション講座」

「アルミホイルアート講座」

第1回「レクリエーション講座」

各種講座の開催案内

各種講座の報告

　地域のサロンやお茶会、施設などで活用で
きる体操を学んでみませんか？
内　　容：with コロナ体操
講　　師：�NPO法人宮城県レクリエーショ

ン協会　事務局長　山内直子氏
開催日時：12月５日（土）
　　　　　９時30分～11時30分
会　　場：石巻市社協復興支援課
　　　　　（湊町一丁目１－９）
対 象 者：�地域サロン実践者及びレクリエー

ションに関心をお持ちの方
持 ち 物：筆記用具、上靴、タオル
　　　　　お茶など（水分補給用）
定　　員：20名
参 加 費：無料
申込締切：11月27日（金）

　身近にあるアルミホイルを使ってキラキラ
光る作品を作ってみませんか？
内　　容：アルミホイルアート
講　　師：本田太吉氏
開催日時：11月28日（土）
　　　　　９時30分～11時30分
会　　場：石巻市ささえあいセンター２階
　　　　　ミーティングルーム
対 象 者： どなたでも
定　　員：10名　
参 加 費：無料
申込締切：11月26日（木）

10月10日(土)開催
　いしのまきレクリエーション協会の方々を講師にお招きし、リフレッシュ体操な
どを学びました。参加者からは「コロナ禍でなかなか体を動かすことができずにい
ましたが、リズム体操など久しぶりの講座でリフレッシュすることができました。」、
「初めての笑いヨガ、とても心がスッキリしました。」などの声をいただきました。

いしのまき社協だより 7



編 集 後 記

～宮城県内の「子ども食堂」を応援しよう！～

　「食欲の秋！！」毎日食べすぎてしまいます。運
動不足も気になりますが、毎日少しづつでも目標
（－5㎏）に向かって頑張りたいと思います。・・・
ケーキ食べた～い！！！� （石）

石巻市社会福祉協議会　各支所　お問い合わせ先

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
２
年
８
月
１
日
～

令
和
２
年
９
月
30
日
ま
で
の
受
付
分

※敬称略

●
河
南
支
所

・
匿
名
１
件

●
桃
生
支
所

・
匿
名
１
件

●
牡
鹿
支
所

・
匿
名
１
件

　

み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金
、
寄
附
物

品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
サ
ロ
ン
助
成
等
や
地
域
福
祉
事
業
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
寄
附
に
つ
き
ま
し
て
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ま
か
ら
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

総 務 課
地 域 福 祉 課
ボランティアセンター

〒986-0825  石巻市穀町15−2
☎0225-96-5290　FAX 0225-96-5223

在 宅 福 祉 課 〒986-0025  石巻市湊町一丁目1−9
☎0225-92-6733　FAX 0225-96-2613

復 興 支 援 課 〒986-0025  石巻市湊町一丁目1−9
☎0225-23-3911　FAX 0225-23-3912

河 北 支 所 〒986-0132  石巻市小船越字山畑417−54
☎0225-62-1077　FAX 0225-62-1079

雄 勝 支 所 〒986-1332  石巻市雄勝町小島字和田18−13
☎0225-61-3011　FAX 0225-61-3022

河 南 支 所 〒987-1101  石巻市前谷地字黒沢前35
☎0225-72-3725　FAX 0225-72-2408

桃 生 支 所 〒986-0313  石巻市桃生町中津山字八木157-1
☎0225-76-1020　FAX 0225-79-1018

北 上 支 所 〒986-0202  石巻市北上町橋浦字大須215
☎0225-67-3025　FAX 0225-61-7024

牡 鹿 支 所 〒986-2523  石巻市鮎川浜清崎山7
☎0225-45-2684　FAX 0225-45-2785

　宮城県共同募金会では、仙台・宮城観光
キャラクター「むすび丸」とコラボしたピ
ンバッチを製作しています。第８弾となる
「むすび丸ピンバッチ募金」は、県内に80
か所以上ある「子ども食堂」を運営する施
設・団体等の、運営費として活用します。
　「子ども食堂」は子どもたちへの食事支援
だけでなく、地域の様々な住民が集うコミ
ュニティの場として、また、子どもたちへの
学習支援として開催されています。
　10月下旬から、１個500円にて頒布し
ています。在庫がなくなり次第終了となり
ます。

みなさまのご協力をお願いいたします。
【お問い合わせ】総務課　☎９６－５２９０

　共同募金会では、各被災地への
義援金を募集しております。
　お問い合わせは、総務課または、
最寄りの各支所までご連絡ください。

むすび丸ピンバッチ募金

今年度の
デザインは
こちら♪

令和２年７月豪雨災害
義援金受領 開北町内会様

いしのまき社協だより 8


	出・いしのまき社協.pdf
	７校＿いしのまき社協だより.pdf



